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本校では、読書の推進や図書館利用の促進につ
いて適切な指導が行われていると思いますか。

本校の現状がわかる情報が、ホームページや学
校便り（社高の風）などにより適切に提供され
ていますか。

あなたは（お子さんを）本校に入学して（させ
て）良かったと思いますか。

本校では、規律ある生活習慣の確立について適
切な指導が行われていますか。

本校では、交通マナーの向上や交通事故防止に
対して熱心に取り組んでいると思いますか。

本校では、あなた（お子さん）が悩んでいると
きに相談に、教職員やスクールカウンセラーが
相談に乗ってくれていると思いますか。

本校では、人権を尊重する意識を育てる指導を
適切に行っていると思いますか。

本校では、低学年時から進路意識の高揚を図る
取り組みが行われていますか。

本校では、進路に関する適切な情報提供が行わ
れていますか。

本校の教職員は、部活動の加入や指導におい
て、熱心に取り組んでいると思いますか。

本校での「総合的な学習」は、進路選択等に役
立っていると思いますか。
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保護者による評価
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機会をとらえて広報活動を行い、図書
館利用の促進に努めていたか。
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学校便り（社高の風）やＨＰなどを通
じて、積極的な広報活動が行えたか。

オープンスクールの充実を図るため、
中学校への積極的な呼びかけや実施内
容の工夫が行えたか。
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2.9

3.3

○各学年のオリエンテーションの内容などを再検討し、「としょかんだよ
り」でテーマ特集を行うなど、文学以外の本も意識して紹介していく。
○「としょかんだより」により情報発信を続けた結果、３年生の小論文指
導などでの活用が多く、貸出冊数合計が昨年度より増加した・

○ＨＰの改善、「PTA通信」の年２回、「社高の風」の年５回の発行を通
じて、家庭や地域への情報発信は概ね実施することができた。来年度はよ
り保護者にわかりやすいものとなるよう工夫する。
○緊急連絡網の整備や通学路等の正確な把握により緊急時の迅速な対応に
ついては、来年度、生徒指導部と協力して通学途中で災害が起きたときの
避難所等の確認を実施する。また、より効果的な緊急連絡網の確立（SNS
の利用等）を研究する。
○中高連絡会の内容をより充実させ、中学校側に本校の特色や求める生徒
像をしっかり伝えていきたい。

○寮内の美化や一人一日一奉仕活動の実践が良好であり、寮生のライフス
キルは確実に向上している。今後も日誌やノート等を利用して部活動の顧
問も含め教職員間の連携を密にして生徒の実態を把握し、生活の場面場面
で思いやり・感謝・応援の心を養い、コミュニケーション能力の育成を図
りたい。

3.4

3.2

寮生のライフスキルが向上するように
指導できたか。
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15
本校からの文書連絡は、保護者の方に確実に届
いていますか。 3.2 3.2

評  価  項  目
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2.9

3.0

高校説明会・公開授業等を充実させ、
本校への理解促進や中高における教科
間の連携に努めることができたか。

3.0

2

進路希望調査やスタディサポート等を
通して、生徒の進路希望や思いを的確
に把握し、担任と協力してアドバイス
や相談ができる体制を整えていたか。

3

進路講演会や学校説明会の実施、「栄
冠への道」「進路のしおり」「進路便
り」等の発行により、生徒及び保護者
に有効な進路情報を提供したか。

総合的な学習において、各プログラム
のねらいを明確化した指導計画・指導
案を作成し、その効果的な実施が行え
たか。

3.4

3.3

3.3

3.2

端正な身なりと場に応じた言動ができ
るよう、全教職員で指導できたか。

6

学
 
習
 
指
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次年度への課題と対策

○試験機関以外の家庭学習において十分な家庭学習時間を確保させること
ができなかったので、学習時間調査を分析し、学習時間の少ない教科に対
して積極的に教務部から働きかけを行う。

○効果的かつ効率的な授業評価を実施できなかったので、来年度は授業評
価の方法を改善する。

○アクティブ・ラーニングについて十分にこれを促進することができな
かった。来年度もアクティブ・ラーニングについての個人レポートの提出
を継続したい。
○学校説明会で中学生の心がつかめるプレゼンテーションが行えるよう、
資料を充実させる。

○進路検討会については効果的な運用ができた。しかし、もっと多くの先
生方に参加してもらえるようにする必要を感じている。また、各階ごとの
目的を明確にしていきたい。

○面接、小論文の指導については、各教科への依頼や進路指導部員による
最終面接を行うなど効果的に行うことができた。

○総合的な学習については、推薦入試やＡＯ入試に対応する力をつけさせ
るためにも再考し、来年度は総合的な学習の時間についてプログラム研究
を進めたい。

○休日の有朋舘の利用者は昨年度よりも増えた。夏に３年生の自習機関を
設けたこともその一因であると思う。
○生徒の進路志望（職種・地域）が非常に偏っている傾向がある。最終的
にどのような道を選ぶかは生徒自身が決めることであるが、頼多くの可能
性や選択しに気づかせる指導が必要であると感じる。

○今年度は学年集会を中心に服装指導をしたが、来年度は全校集会でも服
装指導を実施する。特に、女子のスカート丈の新規定を遵守させる。
○不審者によるトラブルについて、女子生徒に対する声掛け等が数件あっ
た。昨年度、防犯カメラが設置され、部室における盗難事件や不審者の目
撃はなかった。ロッカー鍵の使用について、複数回にわたってチェックを
したことにより施錠率が上がった。
　
○イヤホンを使用しながらの運転や路地からの飛び出し等、自転車通学の
マナーについて外部から何件か苦情の電話があった。自転車のマナーも服
装指導と同様に、全教職員の共通認識のもと継続的な指導が必要である。
施錠のほか、無灯火や携帯電話を使用しながらの運転についても指導が必
要である。
○「いじめに関するアンケート」を改善し、継続的に実施する。

○スクールカウンセラーを有効に活用できた。生徒のカウンセリングだけ
でなく、担任の支援の方法について個別の助言を受けた。
○新入生について継続的な配慮や早期からの支援が必要な生徒に関する情
報収集を行い、学年会へ提供することができた。来年度は学年会以外の教
職員にも情報が伝わるように、共有の方法を工夫したい。
○安全点検をもとに事務室と連携して校内の安全・美化に努める。また、
来年度は全校生徒・教職員で日々の清掃活動に積極的に取り組めるような
工夫をしたい。

○来年度「人権に関するアンケート」を学期に１度実施し、生徒の実態把
握に努める。
○学期に１回行う人権ＨＲ指導案は生徒の学習の準備性を勘案し、学年会
で十分審議し、生徒の実態に即したものになるよう作成する。
○今年度３つの中学校に訪問したが、来年度も中学校に訪問し、実践内容
の把握と交流を行う。

Ａ

学校関係者評価
（委員からの意見・提案等）

自己総
合評価

Ｂ

Ａ

Ｂ

・土曜補習については教員の手当をＰ
ＴＡから支出している。しっかりとし
た目的（ねらい）を持った補習を行わ
なければ、学力を向上させることはで
きない。従って、従来のように学年一
斉に同一の課題に取り組むのではな
く、例えば習熟度別に行う、あるいは
各教科がテーマを決めて生徒の希望を
取って行うなど工夫をして欲しい。

・部活動の試合や遠征、あるいは練習
試合があり多くの生徒が土曜補習に参
加できていない現状がある。日程の組
み方や練習試合などの取り扱いをどう
するのかなど、工夫して実施してもら
いたい。

・「総合的な学習の時間」についての
生徒の評価が低かった。プログラムの
内容を検討するとのことで期待してい
るが、推薦入試やAO入試に対応できる
ような内容を考えていただきたい。例
えば課題探求型の内容を盛り込むこと
により判断力や表現力を高めるような
ものにしてもらいたい。

・「総合的な学習の時間」については
中学校で実施している内容とは異なる
ものを考えてもらいたい。今年度キャ
リア教育の担当者が中学校を訪問し、
中学校で実施している内容を把握した
ようだが、このような取組を来年度以
降も続け、中学校で培った学習の準備
性を基礎とし、発展的な内容を盛り込
んでもらいたい。

･保健部で来室カードやアンケート調
査等により生徒の実態を把握し、睡
眠・食事等の生活習慣において気にな
る部分が多く見られたとのことだが、
このようなことについてはしっかりと
保護者に対して情報発信する必要があ
る。例えば、PTA総会で時間を取り、
保健部の教員が話をするなど考えても
らいたい。

・メール送信による保護者への情報伝
達はもっと細かいことまで行うことが
できないか。小学校・中学校では駒中
情報までメールで伝わってきたが、高
校はそうではない。いろいろな考えの
保護者がいると思うが、考えてもらい
たい。保護者の評価は低くはないが、
紙ベースのものを子どもに渡してもな
かなか保護者の手元に届かないのが現
状ではないか。

・部活動に関しては大変活躍している
と思う。今年度は合唱部や美術部など
の文化部の活躍が目立った。体育科の
ある大社高校と言えば体育系の部活動
というイメージだが、文化部の活躍は
大社高校の新しい特色となる。

・１年生のスキー研修の検討をされる
と言うことだが、生徒同士が「同じ釜
の飯を食う」ような体験を重視しても
らいたい。そのような体験は人間的な
成長を促す。

・今年度入学定員を割ることになっ
た。新しい高校入試制度により中学生
が安全志向に走った感がある。入学定
員を割り込むと、入学してくる新入生
の学力も低くなるのではないか。教務
部が担当のようだが、中学校での説明
会等でしっかりと中学生の心をつかむ
プレゼンテーションを実践してもらい
たい。生徒募集は急務である。

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ
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自転車通学生のマナー向上を図るため
の指導ができたか。7

生徒の心身のさまざまな問題につい
て、保健室、スクールカウンセラーな
どと連携して、相談・対応できる体制
が整えられていたか。

8

人権を尊重する意識を育てる教育を、
全教職員で行なえたか。
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3.3 3.2 2.9 3.1 2.9

3.1

研究授業・公開授業・授業評価等の実
施により指導技術の改善と共有化が図
られたか。

各教科と連携しながら生徒が意欲的に
取り組み、かつ効果が上がるように補
習（土曜・放課後）内容の工夫・充実
が図られたか。

13.0

3.2

3.1

3.4

2.9

5

本校では、生徒が意欲的に取り組み、かつ効果
が上がる学習指導ができていますか。

本校の教員は熱意をもって授業をしています
か。

本校では、家庭学習習慣の確立を通して、基礎
学力の充実を図り、自ら学ぶ姿勢を育てる指導
をしていますか。

本校では、生徒一人ひとりの志望に応じた進路
指導が行われていますか。

教員自身による自己点検・評価
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